
１　事業の概要

２　今後の事業の方向性

今後、事業をど
のようにしていき

たいか

課題等 今後の方向性

・「長野県公文書等の管理に関する条例」その他関連規程に基づい
た公文書等の適正な管理の実施

・公文書の廃棄、特定歴史公文書の利用決定等の妥当性を客観的
に審査する公文書審議会を継続して運営する。
・適正な公文書の管理を推進するにあたり、県職員の公文書に関す
る知識、文書力等を向上させるための研修会を実施するとともに、新
たな公文書管理システムを安定的に運用する。

主な取組

✓「長野県公文書等の管理に関する条例」に基づき公文書等の適正な管理を行うことのできる体制の整備

・公文書審議会の運営
　公文書審議会を継続して運営し、専門的な知見を有する委員の審議を経て、規則、公文書管理規程等を制定する。

・職員研修の実施
　県職員の文書力向上のための研修会を継続して実施する。

・新文書管理システムの構築
　条例に沿った文書管理を行うため、新たな文書管理システムを構築する。
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【実施内容】

・公文書審議会の運営
・文書作成指導力向上のための職員研修の実施
・新文書管理システムの構築
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R3年度

R1年度

0

指標の状況及び目標値　[ ↗ ：改善 、↘ ：悪化 、→ ：変化なし、―：数値なし ］

公文書適正管理事業費
部局

3

総務部 課・室

【現状】

・「長野県公文書等の管理に関する条例」の本施行（令和４年４月）に向け、規則、公文書管理規程の制定等準備を行う必要がある。

【目指す姿】

総　合　５　か　年　計　画（　し　あ　わ　せ　信　州　創　造　プ　ラ　ン　2.0　）

８つの
重点目標

～ E-mail kokai@pref.nagano.lg.jp

情報公開・法務課

実施期間

610

1.5

-129 

・公文書の適正な管理及び歴史公文書の適切な保存・利用を図り、県の諸活動を現在及び将来の県民に説明する責務を全うする。
・公文書を作成する県職員の文書力を向上させる。
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細事業名

文書管理費

公文書適正管理事業費 部局 総務部

R1年度
決算

R2年度
決算

R3年度
決算

0 610 64,740

千円千円千円

直接
条例の制定を機に県職員の文書力をさらに向上させるため、外部講師による研修を
実施した。（令和３年度　２回開催　計75名参加）

委託

条例に沿った文書管理を行うため、新たに文書管理システムを構築し、令和４年３月
から運用を開始した。

委託

2 職員研修の実施

直接1 公文書審議会の運営
公文書管理の実効性及び内容の客観性を確保するため、専門的な見地による審議
を実施し、公文書管理規程等の具体的な基準を決定した。（令和３年度　７回開催）
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No. 細事業を構成する主な取組  実施方法 令和３年度　実施内容（実績）
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3
新文書管理システム構築事
業費


